
第20回アジア競技大会開催構想＜概要版＞
■開催期間：第17回（2014年）仁川大会と同時期の、2026年9月18日（金）から10月3日（土）の16日間と仮定

■メイン会場：瑞穂公園陸上競技場

■競 技 数：第18回（2018年）ジャカルタ大会で実施が予定されている36競技（追加競技を除く）と同じと仮定

大会コンセプト

１．アスリートファーストの視点

２．既存施設の活用

３．先端技術の駆使

４．伝統と県民・市民性に触れるおもてなし

５．アジア競技大会の開催を誇りに、
さらなるスポーツ文化の普及へ貢献

選手村

メインメディアセンター

財政計画

メイン会場と想定する瑞穂公園陸上競技場や主要な競技

会場から短時間で移動できる場所に、選手始め大会関係者

約1万5千人が収容可能な選手村を整備し、安心・安全・快

適に滞在できる生活環境を提供

現在、名古屋競馬場の移転が検討されており、その跡地

が候補地のひとつ

ポートメッセなごやに、国際放送センターと
メインプレスセンターを一体的に設置

大会主催者負担経費 ８５０億円

運営経費 ４４０億円

競技会場仮設整備費 １１０億円

選手村仮設整備費 ３００億円

上記金額は不確定要素が多いため、さらに費用の
圧縮に努めるとともに、経費を精査する。

※競技会場は、競技エリアが国際基準に適合している施設を対象とし、県内競技団体へのヒアリング結果や観客席数などを参考にして想定。なお、競技会場は、開催までの間に、関係者との調整により変更される可能性がある。

平成28年9月20日
愛知県･名古屋市作成

競技会場マップ（36競技 50会場 ※トライアスロンは調整中）
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